



























































学では、禁じられていた色である赤いスカーフ 巻いて演説をぶち、 スペイン人とポーランド人の二人の恋 を持つ。そ 後、
警察に追われて身を隠すが、逮捕されて刑務所に送られる。牢獄でガラスを呑み込んで自殺し、新聞には彼女の葬儀の告知が載る。しかし彼女の遺体 見た者はない。　
語り手のポーランド人スウォヴァツキ、イザベルの恋人で
あったとされる人物がイザベル探しに乗り出したのは、彼女が本当に死んだのかどうか 確かめるためだ。しかもイザベルは妊娠してい ので、そのこともポーランド人に 気がかりだった。　
こうして人探しの旅というリアルな物語が展開していくの
だが、徐々に徐々 幻想味を帯びてきて、全九円のうち、半分くらい進んだあたりで地上を飛び立ち、想像上の旅とい か架空の夢の物語に入っていったような感覚が生まれる。ひょっとして、最初から語り手による想像上 旅だったのだろうか、と読み直したくなる気持ち も駆られる。　
といっても、では果たしてこの物語が最初から想像上の旅







く。しかしその代わり、 のパートでタブッキは、この本で書かれている旅が書物をめぐる旅であることをも教えてくれる。語り手がマカオで るのはカモンイスという十六世紀のポルトガル詩人がいる洞窟な だ
（こうして、他の箇所で引用され
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